








































































































































































































































































































































































した旗昌輪船公司（Shanghai Stream Navigation Co.）であり、旗昌は中国汽船業を独占し、
年々莫大な利益を得た（鈴木，1990：11）。その後、他の資本主義国家も相次いで通商貿易港
29京都女子大学現代社会研究
に一連の汽船公司を設立した。もっとも有名なのはイギリスの怡和洋行（Jardine, Matheson & 
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